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すっかり秋めいて、ちょっと前までのあの連日 40 度近い気温は何だったのだろうと、不思議な気持ちです。ちゃんと季節は

巡るのですね。一気に 冬の足音さえ聞こえてきそうです。 

 前号で、４年ぶりの大判焼き出店の話をしました。 新メンバーで試行錯誤、本当にお店が開けるかしらと、実は不安も半

分ありました。4 年も経つと少しずつ、社会背景や世代の価値観、福祉現場のあり方も含めて、変化を感じます。みんなで 

バザーに出店して工賃をアップさせる。それもあるが、私はメンバーさんと一緒に働くことに喜びを感じ、達成感を感じていた。 

その人にあった役割、体力、症状を考慮し、そこにいてくれるだけでも OK。 いろんな関わり方でイベントに参加し、社会参加

の機会を得ることで、運営のスタッフ、子供さんからご高齢の方まで交流する機会は、スタッフがサポートする中で安心してチ

ャレンジできる機会だと思っていた。もうそんな時代は終わったのかな・・。 

 メンバーさんが参加したくないなら スタッフだけが頑張っても意味がないと感じ始めていた。 

9 月 1０日久宝寺寺内町の燈路まつり、もちろんメンバーは初めての人ばかり、お客さんには迷惑をかけられない。 

せっかくの 4 年ぶりのお祭り、楽しんで帰ってほしい。前スタッフや知人の B 型のスタッフ、福祉大学の学生にも応援を要

請し快く引き受けてくれた。 

 お祭りも寺内町から少し離れた高齢施設の駐車場をお借りして行われ、集客が見込めるのか心配をよそに、開催と同時に

たくさんのお客さんで会場はいっぱいになった。大判焼き、射的、手芸品など出店させていただいたが、大判焼き、射的は行

列が途切れることなく大盛況だった。メンバーさんは笑顔で丁寧に心を込めてお客様に接しておられた。緊張や不安も高い

であろうに大きな声で「焼きたて いかがですか〜！」 「美味しいですよ〜！」「 いらっしゃいませ〜！」 と声をかけておられ

た。裏の仕込みも大忙し。射的も中腰でしんどいのにずっと笑顔で子供たちを楽しませて盛り上げておられた。途中、雲行き

が怪しくなり 雷とゲリラ豪雨！これはもうだめだ、店じまいだな。と思ったがお客様が途切れない。綺麗に浴衣を着た女の子

たちも、子供たちも土砂降りで、ずぶ濡れになりながらも笑顔で並んでくれて帰らない。それならこっちもと、急場しのぎの雨対

策をしながら イベント終了まで焼き続けた。スタッフもメンバーもボランティアさんもずぶ濡れである。本当に大変だったと思う

が、温かい土砂降りの雨の中、お客様と売る側に笑顔や自然な会話があり、何か変な一体感が生まれていた。残念ながら 

久宝寺の寺内町の街並みに保育園から小、中、高、 一般の方々が描いてくれた紙灯篭は、点火することができなかったよ

うだが、来年は、寺内町を彩る燈路祭り、また盛大に行われ参加ができるよう、皆で腕を磨いていきたいと思います。     

P.S.練習で試し焼きを 3 回行いましたが、「おいしい 、おいしい」と 7 個、8 個と食べるメンバーさんか何人もいましたよ�������� 
 

  

 

NPO 法人ロータス 理事長 公認心理師 弘 瑛美子 
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紬 川柳
こころの中にある気持ちを言葉にして、 

川柳にしてみました。意外とすらすらできましたよ。 

皆さんも、挑戦して下さい。 
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第 14 回久宝寺寺内町燈路まつり
９月１０日（日）に久宝寺寺内町燈路まつりが開催されました。 

今年は、遂に食べ物の販売が出来るようになりました。 

紬では、コロナ前は焼いていた大判焼きが復活です！！ 

しかし、4 年ぶりの大判焼き。以前、焼いていた事を知っている 

メンバーさんは少ない。もちろん、スタッフも腕が鈍っている・・・。 

7 月から、毎週のように大判焼きの試し焼き。 

メンバーさんに少しずつ慣れてもらい、スタッフも 4 年のブランクを少しずつ埋めて、 

準備万全で臨んだ燈路まつり。 

大判焼き売上が 42,890 円、射的売上が 15,600 円、手芸・洋服売上 7,200 円 

合計 65,690 円でした。雨の中ではありましたが、たくさんのお客様が紬のブースにも 

来られました。本当にありがとうございました。また来年もよろしくお願い致します。 
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 いきなりですが、わての独り言を聞いてくれませんか。 

日々、忙しい毎日。なかなか息をつく暇もなく、過ぎていきます。気がつけば、今年もあと 2 ヶ月！ 

とにかく時間が過ぎるのが速い！ 

ねこと一緒に生活をしていますが、あれやこれやと色々しながら生活していると、このせわしない人間

を、ねこはどう思っているのかな？ねこは、どんな風に人間を見てるのかな？等考えてみたいものです

が、のんびりする機会がない。いざ、しようとすると、“あれしてない”、“これしてない”と雑念だらけ。無理

やりのんびりしてみても、落ち着かない。挙句の果てには、のんびり出来ない事にイライラしだす。自分の

未熟さが嫌になります。 

最近、運動不足解消も兼ねて、週末に河川敷を走り始めました。ブランクもあり、まだまだ長くは走れ

ませんが楽しめる程度で走っています。そんな走りながら気づいた事は、意外と走っている時の方が、

雑念が無くなって、一つの事に集中できるもんですね。例えば、いつの間にか虹が出てて、走りながらた

だただ虹の事を考えている自分がいます。走り終えた事より、思えがけず虹を見れた事や、虹の綺麗さ

を改めて知れた事の嬉しさの方が大きかったです。 

 あえて何もしない時間を作るのではなく、日常の中で、あれやこれやと考える事を一旦止めてみる。

そうすれば、目の前の何気ない景色、出来事に出会えて、その事だけを考えられる。気がつけば、普段の

忙しさを忘れ、ノンビリと過ごせている自分がそこにいる。 

これから更に慌ただしくなる毎日、一息ついてゆっくり 

できる瞬間をたくさん作りたいですね。     （ノリ緒） 
 

 

ある日のお昼ご飯 
日替わりメニュー1 食２００円、大盛り３００円で、紬のメンバーさんに栄養バランスの良い昼食

を毎日作っています。今日は何かなと楽しみにしてもらいながら、毎日作っています。 

（季節は、秋から冬に。季節折々の食材を使い栄養満点のお昼ご飯で、寒い冬を乗り切るぞ。） 
 

・鶏とトマトの 

パスタ 

・オニオンスープ 

・パン 

 

・キーマカレー 

・サラダ 

 

 

・照り焼きチキン 

大根おろし添え 

・カニカマサラダ 

・味噌汁、ご飯 

 
・豚しゃぶ 

温野菜のっけ 

・人参のきんぴら 

炒り卵入り 

・味噌汁、ご飯 

 

・鶏南蛮 

・冷奴 

・味噌汁、ご飯 

 

・豚肉と小松菜の 

炒め物トマト添え 

・玉子豆腐 

・味噌汁、ご飯 

わての独り言 ～ノンビリいきましょう～ 
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わが家に子猫が仲間入りしました。表紙の写真の三毛猫です。 

保護する３日前から、突如、夜や明け方に猫の鳴き声が。すぐにお母さんが迎え

に来るかもと様子を見てましたが、次の日も、その次の日も必死に鳴き続ける子

猫。その声を聞いているといたたまれなくなり、捕獲作戦開始。 

 マンションの周りを探し、物陰からヒョコりと顔を出している子猫を妻が発見。私

は、確認できず、出来たと思ったら、マンションの自転車置き場に逃げられました。

二人で後を追うのですが、小さくてすばしっこく、小さな隙間にも入られるのでなか

なか捕獲できず。そうこうしていると、自転車を置きに来られた若い男性が、すぐに

状況を判断して下さり、加勢して下さる事に。フットワークの軽い助っ人のお陰でチュールを片手に、３人で包囲網

を狭めつつ、キャッチしそこねも何度かありましたが、３度目の正直で無事捕獲、最後は、子猫も観念した様子でし

た。加勢して下さった方にはお礼と、朝に病院に行く事を伝え、持っていたエコバックに子猫を入れて部屋に帰宅。 

 次の日、動物病院で検査をしてもらい、生後２か月の女の子で健康優良にゃんこと判明。手ごろなゲージが無

かったので、部屋に置いておけず子猫と一緒に出勤。キャリーケースの中では大人しくするものの、賑やかに鳴いて

は文句を言い、覗くと威嚇する元気な子で、「カッカッ」と無声の空気砲でしたが、なかなかの迫力でした。 

紬に出勤すると、状況を把握されていたメンバーさん、スタッフの熱烈な歓迎を受け、休憩室にゲージ代わりの

大きなダンボールの中に入れました。休憩中は、立ち代わり入れ替わりメンバーさんが見に来られ、あるメンバーさ

んは、ため息をつきながら「可愛い	
��」を連続でした。あるスタッフは、子猫を見て、舌鼓をしていましたよ。名前で

すが、三毛で白毛が多いので、“しらす”という案があり、その事を伝えると、皆さん気に入って頂き、そのまま決まり

ました。 

作業後は、時間が許す限り“しらす”の側におられたメンバーさんも、時間が来ると後ろ髪を引かれながら帰られてい

きました。メンバーさんの愛情を一心に受けた“しらす”は、一日も経たずして威嚇から喉を鳴らすようになり抱っこも

でき、人間に対して安心するようになりました。次の日、来所されたメンバーさんが開口一番に「しらすちゃんいて

る？」だったり、抱っこが出来るようになったとメンバーさんに連絡すると、予定の合間に紬に来所、しらすと時間を

過ごして帰られ、この 2 日間、紬は、“しらす”の話題で持ちきりでした。 

ちなみに、他の紬ニャンズですが、“しらす”と対面させるといきなりもあり、びっくりして軽めの威嚇、当の“しらす”は、

全く動じず、平然としていました。こりゃ大物になる予感・・・。 

金曜の夕方に、ねこ用ゲージを借り、しらすと共に帰宅。たくさんの方に応援、協力を頂き、人慣れしたしらす。

わが家の先住猫との関係が上手くいくよう、焦らず、ボチボチと関係性を一緒に作っていこうと思います。（ノリ緒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 ご寄付・賛助会費のお礼 》    

沢山の方よりご寄付、賛助会費、シューズラック、バック、梅、栗、オクラ、すだちと誠にありがとう

ございました。皆様の温かいお気持ちを頂き、感謝の気持ちで 

いっぱいです。メンバーさんの支援の為、必要な物や法人の活動の為に、大切に使わせて頂きます。 

法人が設立して 9 年目となりました。地域の方に温かく見守られながら、メンバーさんの夢や希望を実

現していく場所を守り、さらなる事業を発展させていく為にも、まだまだ資金が不足しています。 

今後とも皆様の温かい、ご支援とお力添えを頂けますよう、よろしくお願い申し上げます。 

・ご寄付、賛助会費を頂いた方：岩崎 英眞 様・万貴子 様、佐々木 修子 様、高岡 敦 様、髙井 裕二 様 

甫田 知彩樹 様、廣澤 嘉代子 様、森崎 慶子 様、吉永 いち 様、 

株式会社 睡蓮 代表取締役 宮野 慎吾 様 

・匿名にて、ご寄付、賛助会費を頂いた方：１２名 

・栗、オクラ：福田 瑠璃子 様 
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秋冬の商品で、一つ一つ手作りの個性あふれる商品です。 

アリオ八尾にある『えぇショップいろどり』や、毎月第１土曜開催の紬ガレージセール、 

各イベント・バザーにて、お手頃価格で販売しています。 

是非、お店やイベントにお立ち寄りください。 

つまみ細工 

レジン商品 

羊毛フェルト 
秋の味覚、きのこを羊毛フェルトで 

作りました。 

真ん中のお野菜は、茄子とトマトです。 

ピアスとイアリングに仕上げました。 

５００円 
・つまみ細工のポニーフック 

左は、ハロウィーンバージョンのチャーム 

右は、冬の夜空をイメージした髪ゴム 

チャームは、蓄光で暗い所で光ります。 

各３００円 

着物の正絹やちりめんを使い 

花びらを一つ一つ作り、 

ポニーフックにしました。 

（ポニーフック裏面） 

４００円 ・野菜のピアス、イアリング 

革製品 

４００円 ・本革製開閉式キーホルダー 
バックの手提げやベルトに通して 

カギを付けると、とっても便利で 

使いやすいですよ～ 
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編集後記 

好きな香りは人それぞれですが、私は、キンモクセイの香りが好きです。秋になると辺り一面

が香るので、かすかな香りをキャッチするとウキウキします。鼻炎で鼻が詰まっているにも関わ

らず、キンモクセイと食べ物の匂いだけは、キャッチできる便利な鼻です。   （ノリ緒） 
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編集人：ＮＰＯ法人ロータス編集部 Yojyo~Hands 

住所：〒５８１-００７２ 

大阪府八尾市久宝寺３-１-２２ 

ＴＥＬ／ＦＡＸ：０７２-９９２-０２２５ 
 

メールアドレス:tsumugi1210@abelia.ocn.ne.jp 

ホームページ：https://lotus.nyanta.jp/ 

（オーニャーニャンコ） 

賛助会費、ご寄付振込み先 

お振込み先：ゆうちょ銀行 

口座名：特定非営利活動法人ロータス 

口座番号：００９１０－４－３０５９７６ 

口座店名：○九九店（０９９） 

紬の HP 

QR コード 

ｂｙ 


